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津軽三味線などの披露
　９月 17 日 ( 祝 )、野町会、長生

寿会では敬老会を開催しました。

催しの津軽三味線特有のリズム

は参加者の心に響き渡りました。

喜寿などのお祝いや抽選会で 1

日楽しく過ごされました。

　　第 54 回大阪府老人クラブ大会
　9 月 7 日㈮、大阪国際交流センターにおいて、第 54 回

大阪府老人クラブ大会が開催されました。知事より優良ク

ラブに対して贈られる表彰を西浦東校区「西生会第 8 クラ

ブ」、埴生校区「南ヶ丘もみじ会」、羽曳が丘校区「花水木

第 6 クラブ」が受賞し、個人では長年の功績を称え、西浦

東校区の光中 峰夫さんと高鷲北校区の岩壷 晴彦さんが表

彰を受けられました。おめでとうございます。

園児募集のポスター決定！ 
　平成 25 年度園児募集のポス

ターに惣島 瑞葵（そうしまみ

ずき）さん（白鳥幼稚園・5 歳）

の作品が選ばれました。ひまわ

りに囲まれて元気いっぱいダン

スを楽しんでいる様子を表現し

てくれました。

杖 50 本の寄贈について
　10 月 2 日㈫、吉川サービスセ

ンター（南恵我之荘４）の代表

である上野 嘉治さんが、杖 50

本を寄贈してくださいました。

上野さんは「今後も取り組みを

続けていきたい。杖を必要とす

る方々の外出のサポートとなる

ように使っていただけたら」と

やさしく笑顔で話してくれまし

た。杖 50 本は市内介護保険施設

などで利用させていただきます。

剣道で日本一。おみごと
　9 月 16 日㈰、舞洲アリーナ

で開催された「第 7 回 全日本

都道府県対抗少年剣道優勝大

会」で埴生南小学校 6 年生の

井上 英章さんが見事、日本一に

輝きました。井上さんは大阪府

代表チームの中堅として出場。

正々堂々とした攻めのスタイル

から長身を活かし、得意の面な

どにより勝利を重ね、チーム優

勝に貢献されました。

「タケルくん体操」で元気・GENKI ！
　10 月 9 日㈫　生きがいサロン 3 号館（古市）で、「はび

きのタケルくん体操」の教室が開かれました。第 6 回目の

教室は、初回の頃とは違い、この体操で使用される曲「タ

ケルくん音頭」を口ずさみ、ステップを踏んでいる方も…。

講師を担当された市柔道整複師会の麻野 雅則さんは「今年

からは各地域で開催していま

す。健康の基礎づくりに役立

ててもらうため、新しいバー

ジョンも増やしていきたいで

す。」と語られました。

吹っ飛ばせ！〝ストレス・運動不足〟
　10月 7日㈰、石川河川敷グラウンドにて、第 43回市民体育

祭が開催されました。秋晴れの透きとおる青い空の下、子ども

から大人まで、のべ 4,600 人が集まり、楽しく汗を流しました。

街かどから
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  平成23年10月14日生まれ

古市

橙音ちゃん
ゆずね

安田
やすだ 　

　ゆずちゃん大好きのパパが撮りました。
　明るくて元気な子になってね。
　  　　　父親の博行さん撮影

 　
果林ちゃん
かりん

　平成24年2月15日生まれ

伊賀
橋本
はしもと

　　可愛い可愛い果林ちゃん!!!
　　すくすく元気に大きくなってね★
　　　　母親の美香さん撮影

優大ちゃん
ゆうだい

　　　　すくすく大きく育ってね。
 　
母親の瞳さん撮影

　平成22年1月12日生まれ

高鷲

中川
なかがわ 島泉

　10 月 7 日㈰、コロコロふれあい

パーク（近鉄南大阪線駒ヶ谷駅西側）

で夕方からの開始となるイベントを

初めて実施しました。夕暮れ軽トラ

市、たそがれ演奏会（バンド・能楽・

龍笛）、そして今年敷設 1399 年を迎えた竹

内街道を灯ろうなどで飾りつけました。夕方

開始ではありましたが、たくさんの方々が会

場を訪れました。会場に足を

運んだ男性は「新聞を見て来まし

た。龍
りゅうてき

笛に心を奪われました。」と

話し、また、2 人の子どもを連れ

て訪れた女性は「ブドウジャムの

「平和と人権」とうろうまつり
　9 月 24 日（月）、夜 7 時前に点火式

が行われたこのイベントは今年で 16 回

目。南食ミートセンターの畜魂碑のまわ

りには「命」への感謝の想いが込められ

た手づくりの灯ろうが多数並び、きらめ

いていました。その後、青少年児童セン

ターにて夜店が賑わい始めると、一方か

らは牛肉と野菜を焼いている煙が会場を

包み込み、空腹にみまわれました。また、

ステージ上では河内音頭が披露されるな

ど、イベント

は盛りだくさ

ん。楽しいひ

とときを過ご

されました。

里山で灯ろう祭り
　10 月 3 日㈬、「里山の会 白い家」が 11

回目となる灯ろう祭りを開催されました。

かつて桃畑だった丘の一部を十数年前に整

備し、立派な農園や休憩所を築きあげ、そ

の場所（はびきの 7）で灯ろう祭りを開催

しています。会場では童謡の「故郷」など

をエレクトーンの伴奏に合わせて子ども

から大人までが口ずさんでいました。同会の田中 博子さんは

「9/30 ㈰中秋の名月の開催予定が台風で延期となり、平日開催

となったが、地域の皆さんがたくさん訪れてくれました。本当

に感謝が堪えません。また、東北の被災地を忘れないようにと

今年も義援金を集めました。」と話さ

れました。10/10 ㈬、

東北復興支援のために

と、17 万円を市へ届け

てくださいました。

味が濃厚で上品な甘味。」と試食後に購入され

ていました。5 時半を過ぎ、茜色が落ち着き

始めた頃、小河 保之 大阪府副知事と浅野 克

己 太子町長と共に点灯式を行いました。会場

では地元の府立懐風館高校の美術部と書道部

の合作の灯ろうが眩しく輝いています。また、会場に近い杜本

神社では宵宮祭があり、提灯や御神灯を掲げた人たちが集まり、

力強い太鼓の音を響かせながら、本殿へと向かっていきました。

街かどから


